


スクを抑制する可能性があると考えられた｡ 

 第三章では、バイオセキュリティの強化の指標として、哺乳類オルソレオウイルス（MRV）

および豚サペロウイルス（PSV）を汚染指標病原体とし、2つの養豚場（一貫農場と肥育農場）

の疫学調査を実施した。合計199検体の糞便試料から、138検体(69.3%)が PSV 遺伝子陽性であ

ったが、分離することは出来なかった｡一方、肥育農場の糞便12検体が MRV 遺伝子陽性とな

り、12株の MRV を分離できた。MRV 分離株の消毒薬感受性を、第一章で用いた試験により

評価した。逆性石鹸を0.17%食品添加物規格水酸化カルシウム溶液で500倍希釈した混合液

は、いずれの試験でも MRV を短時間で不活化した。MRV 陽性農場への混合液での消毒導入

後、PSV は継続的に検出されたが、MRV 検出率は減少し、バイオセキュリティが強化された

と考えられた｡ 

 以上、消毒資材の適切な評価法を確立し、農場バイオセキュリティ強化に貢献する博士論

文・研究と考えられた。 

 

 


